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4
月
1
日
は
市
制
記
念
日

平
塚
市
は
、
四
月

一
日
で
市
制
施
行
六
十

一
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
度
の

一
年

聞
を
通
し
て
各
種
の
記
念
事
業
を
行
い
、

去
る
三
月
二
十
日
総
合
公
園
で
平
和
モ

ニ

ユ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
を
行
っ
て
、
六
十
周
年
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
あ

と
わ
ず
か
に
迫
る
二
十
一
世
紀
へ
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て

「
新
平
塚
市
総
合
計
画

H
O
Tプ
ラ
ン
幻
」
を
基
軸
に
、

住
み
よ
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
で
は、

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
事
業
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
平
成
四
年

度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

(
二
、
一二
面
で
写
真
紹
介
)

記
念
事
業
終
わ
る

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
部
撲

と
し
て
、
昨
年
四
月
五
日
に
中
央

公
民
館
で
、
記
今
年
山
奥
を
盛
大
に

挙
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月
十

九
日
に
は
、
若
松
部
屋
(
元
朝
潮
)

を
招
き
、
相
撲
教
室
を
聞
い
て
三

百
人
の
子
供
た
ち
を
招
待
し
ま
し

た。

五
月
二
日
か
ら
四
固
ま
で
は
、

容
ま
つ
り
と
し
て
、
総
合
公
園
で

「緑
と
花
の
祭
典
」
を
聞
き
、
十

一
万
五
千
人
が
参
加
し
て
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
夏
に
は
、

平
塚
海
岸
の
ポ
1
ド
ウ
ォ
1
ク
を

利
用
し
て
、
七
月
二
十
四
日
か
ら

八
月
九
日
ま
で
「
ピ
l
チ
カ
l
ニ

パ
ル
」
を
開
き
、
八
月
二
十
一

日

か
ら
三
臼
聞
は
、
総
合
公
園
の
平

塚
の
は
ら
っ
ぱ
で
「
総
合
公
園
泣

ま
つ
り
大
盆
踊
り
大
会
」
そ
開
催

し
、
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

秋
に
は
、
総
合
公
園
と
総
合
体

育
館
で
「
天
高
く
み
ん
な
で
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
テ
l
?
に
、
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
、
と
も
し

ぴ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
十
一
月
七

市

制

施

行

六

士

周

年

と

い

う

え

、

西

国

禽

館

の

開

段

、

公

闘

琴
い
す
べ
き
年
を
迎
え
た
昨
年

と

公

民

館

が

一
体
と
な
っ
た
タ

度

は

、

市

民

の

み

な

さ

ん

の

多

で

し

こ

地

区

公

民

館

の

建

設

や

数

の

ご

参

加

と

ご

協

力

の

も

と

南

部

地

区

の

福

祉

会

館

・
図
轡

多

彩

な

記

念

事

紫

を

展

開

す

る

館

及

ひ

体

育

館

か

ら

な

る

複

合

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
民

の

施

設

の

構

想

の

取

り

ま

と

め

な

み

な

さ

ん

や

訪

れ

た

方

々

に

平

ど

を

行

い

ま

す

。

ま

た

、

芸

術

燦

の

魅

力

を

ご

理

解

い

た

だ

く

の

秋

に

は

、

県

と

共

催

し

、

総

と
と
も

に

、

交

流

の

輪

が

広

が

合

公

園

で

湘

南

ひ

ら

つ

か

野

外

り
、
こ

の

意

義

彫

刻

展

を

開

催

あ
る
ま
輝
か

新

し

U
ま

ち

づ

く

り

を

し
ま
す
。

し
い
歴
史
の
一

1

:

l

1

!

・・

u
d
-

-
一十
一
世
紀

頁
と
す
る
こ
と

平

塚

市

長

1m川
F

名

市

戸

に
向
け
、
四
季

が

で

き

ま

し

た

。

折

々

肌
を
な
で

一
年

間

械

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

る

湘

南

の

風

、

そ

ん

な

感

触

を

い

ま

し

た

。

味

わ

う

こ

と

の

で

き

る

人

間
中

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
二
十
五

万
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一

体
と

な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

平
岡
部
市
は
、
現
在
「
き
ら
め

く
潟
、
緑
の
丘
、
創
造
と
う
る

い
ね
い
の
湘
南
の
都
市
ひ
ら
つ

か
」
の
将
来
像
に
向
け
て
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す。
今
年
度
は
、
市
民
-
一

l
ズ
や

緩
済
・
社
4
.福
勢
の
変
化
に
即

応
す
る
た
め
、
新
平
塚
市
総
合

計
画
の
第
三
次
実
施
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
鎚
す
る
ほ
か
、
市
内

会
忠
義
へ
生
徒
用
の
パ
ソ
コ

ン
を
導
入
し
ま
す
。
地
域
活
動

の
充
実
や
高
齢
化
社
会
に
備

日
1
八
日
)
を
開
悩
し
ま
し
た
。

冬
に
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
第

九
を
う
た
う
市
民
の
つ
ど
い
」

(
十
一
月
二
十
二
日
)
を
開
催
し、

五
百
人
の
大
合
唱
で
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
十
三
日
に
は
、
二

十
五
万
人
目
の
市
民
と
し
て
、
架

田
学
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
な
ど
、
六
十
周
年
を
飾

る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
と
な
り
ま
し

たモ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
、
平
和
な
地
球

が
到
来
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た

市
制
施
行
六
十
周
年
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
内
部
に
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
を
収
納
し
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
大
き
さ
は、

台
座
部
分
が
直
径
五
灯
、
高
さ
三

.
一U
M

の
半
円
形
で
、
上
部
の
像

の
高
さ
が
こ
れ
、
全
体
で
五

・
一

い
引
の
高
さ
で
す
。

制
作
者
は
、
厚
木
市
出
身
の
彫

刻
家
藤
江
暁
氏
の
所
属
す
る
グ
ル

ー
プ
「
総
合
芸
術
」
で
す
。

勝
江

氏
は
、
昭
和
五
十
九
年
花
巻
市
文

化
会
館
前
に
制
作
し
た

「
風
の
文

三
郎
」
で
第
一
回
本
郷
新
党
を
受

賞
。
主
な
作
品
と
し
て
は
、
九
州

東
海
大
学
松
前
会
館
前
の
像
、
本

厚
木
駅
前
の
像
な
ど
が
あ
り
ま

す。

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
に

題
名
は
マ
ザ

!
?
l
ス

市
は
、
市
制
施
行
六
十
周
年
記

念
事
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

総
合
公
園
に
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
建
立
し
、
三
月
二
十
日
除
幕
式

を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
日
に

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
し

て
以
来
、
各
種
平
和
推
進
事
業
を

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
行

い
、
平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
訴

え
て
き
ま
し
た
が
、
市
制
第
付
六

十
周
年
の
節
目
に
、
恒
久
平
和
を

願
う
施
設
と
し
て
平
和
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
建
立
し
た
も
の
で
す
。

場
所
は
、
総
合
公
聞
出
会
い
の

広
場
の
西
側
の
丘
の
上
で
、
題
名

は
「
マ
ザ
l
ア
l
ス
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

作
品
の
「
マ
ザ
l
ア
l
ス
」
は
、

市
民
の
平
和
を
願
寺
む
を
表
す
も

の
と
し
て
、
災
し
い
地
球
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
球
形
の
台
座
の
上
に
、

幸
せ
な
家
族
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
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e 
らっか

~で(，，2:公園
完成予想園

震の広場島(芝生広揖)

中
る市民の街、いの場所と して整備しています。

また、北口部分には、 鉄筋コ ンクリート造

り2階建てのなでしこ公民館を平成 5年度に

建設する予 定です。 すべて完成 するのは、平

成 6年度になります。

なでしこ公園は、郵 政省の電波管理浴 跡地

を払 い下げ、平成 4年度から 3か年継続IJ.I撲

で建設して い ます。公園は、金白川 の河 口に

位 置す る と こ ろ か ら、 「人 ・水 ・出会い の広

場 J をテー?に、水に直接触れる ことのでき

平
塚
新
港
は、

漁
港
と
海
洋

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
の
共
存

を
目
指
し
て
、
昭
和
六
十
三
年

度
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

去
す
。

こ
の
強
備
計
画
は
安
全
性
、

操
業
面
で
障
害
と
な
っ
て
い
る

現
在
の
平
塚
漁
港
を
、
相
模
湾

へ
と
移
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
平

成
四
年
度
は
外
般
施
般
と
し
て

東
防
波
堤

(
二
ハ
ニ
・
七
M
U
、

西
防
波
堤
I

(
一九
O
M川
)

、

西
防
波
堤
H

(
一二
M

川
)
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
完
成
す
る
の
は
平
成

十
年
度
で
、
完
成
後
は
漁
港
の

み
な
ら
ず
、
遊
漁
船
な
ど
、
平

塚
海
岸
に
お
け
る
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
な
り
ま
す
。

砲でじ乙公園を

整備された城島小校庭

4
月
に
開
設

平
塚
市
子
ど
も
教
育
相
鮫
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
は、

祭
普
小

学
校
北
側
の
こ
と
ば
の
教
室
の
隣
り
に

建
設
し
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二
階
建
て
で
す
。

一
階
に
は
、
初
回
面
接
室
、
心
理
検

査
室
、
個
別
指
導
室
、
プ
レ
イ
ル
1
ム

な
ど
が
あ
り
、
二
階
に
は
、
聴
覚
検
査

室
、
作
業
療
法
室
、
指
導
教
室
な
ど
を

設
置
し
、
教
育
相
般
を
機
能
的
に
行
う

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
相
談
は
、
子
供
と
そ
の
家
族
、

学
校
の
先
生
と
、
子
供
の
様
々
な
問
題

を
共
に
考
え
、

子
供
が
健
全
な
成
長
を

遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
助
宮

・
援
助
を

し
ま
す
。
子
供
に
つ
い
て
の
ご
相
談
な

ら
ど
本
人
、
ご
家
族
、
学
校
の
先
生
な

ど
、
ど
な
た
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

城 島小学校の校庭が整備されま

した。 校庭は、雨が降っても数時
間 で使用でき る よう、水はけのよ
いグ リー ンサ ン ドを使用してい ま

す。 また 、 グラ ウンドと分けて、

公 園 を意撤した複合遊具 の ある広
場が整備 され て います。

館
が
完
成

一コ『ヲォ
l
プ
・ノ

ー~

西海岸マリンロード

コミュ二ティ道路

" ， 
db 

市 民生活に密着した生活道路を「コミュニテ ィ道

路 」と して整備をしています。下回川コ ミュニテ ィ

道路 は、下回排水路のよを利用した道路で、地域の

歴 史的背景や沿道の状況 等を考慮して、植樹、 照明
灯 、段差の少ない歩道と車道など、潤いと安らぎの
ある魅力的な道路盤備をしています。(写真)

田村16号線コ ミュニティ道路は、相模川の旧堤防

敷 を利用してお り、樹齢30年の桜並木を生かして人
と車道を分離した “人に優しい"迫路としてE整備を
してい ます。すべ て の完成は平成 5年度の予定 です。

， 

'" 

馬入ポンプ場一部稼働
西海岸商庖街は、新しい時代に即応した まちづくり

を進めようと、 「歩いてやさしい西海岸」 をテーマに
強備をしま した。

路 面 の舗装は、車道部分に プノレー の鉱材を入れたカ
ラーアスフアル ト舗 装 、 歩 道 部 分 は 波 の 流 れをモチー

フとした人工ミカグ石を張り、各交差点に絵タイルを

配置 した楽しい巡となってい ます。 また、沿道知観を
高める街具(ベンチ、道しるべ等) に も気 を 遣い、 街
並みを一新 しま した。 道 路愛称も 「西海 岸マリンロー
ド」 と決定しました。

公共下水道の馬入ポンプ場が完成し、一部稼働を

始 め ました。稼働したポンプは、計画排水公27立 方
な (1秒間)のうち13.5立 方 は 排 水 で き る ポンプで

残 りは平成 51年度に施工します。

{g;地帯の馬入・中堂地 域は、これまで降雨で相模
川 の 水 位 が上昇すると冠水したため、下水道官十画

の見直し を行い、ポンプ場を設位して、冠水の防止
をはかることにしました。ポンプ場は、相模川に商

する ところから東南方向に、 ヨッ トの帆をイメ ー ジ
した レ リー フが取り付け られ て い ます。
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.小級官置予金属

消防第11分団

庁舎が完成

消
防
本
部
で
は
、
消
炉
本
土
分
団

の
庁
舎
が
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
、
辿

て
替
え
工
事
を
行
い
、
昨
年
十
二
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
二
階
建
て
で
、
延
べ
面
積
は
九
九

・

六
七
平
方
灯
で
す
。
建
物
は
、
音
を

し
の
ん
だ
火
の
日
凡
と
、
入
り
口
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
に
中
原
御
殿
を
再
現
し
た
絵
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

臼
『悶
- --司・・・F・・・・

喜呂
..- 司・・・---圃-

zaul 
lS 
S決
，a 
告さ

市
制
六
十
周
年
記
念
叩
梁
の

一
つ
と
し
て
募
集
し
て
い
た
、

市
道
八
路
線
の

「愛
称
」
が
決

ま
り
ま
し
た
。

応
募
は
、

二
百
七
十
三
人
の

方
か
ら
五
百
五
十
件
、
四
百
七

十
二
相
知
の
愛
称
が
寄
せ
ら
れ
、

道
路
愛
称
選
定
委
只
会
で
検
討

し
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

命
名
さ
れ
た
愛
称
は
、

平
塚

駅
北
口
か
ら
開
通

一
号
線
ま
で

を
結
ぶ
駅
前
大
通
り
が
、
陽
気

で
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら

「フ

エ
ス
ク
ロ
ー
ド
」
に
、
平
塚
郵

便
局
前
か
ら
追
分
交
差
点
ま
で

の
道
路
を
「
イ
チ
ョ
ウ
並
木
通

り
」
な
ど
、
だ
れ
に
で
も
親
し

ま
れ
る
愛
称
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
(
左
図
の
と
お
り
)

以
前
か
ら
あ
る
「
東
海
道
ス

タ
l
モ
ー
ル
」
や

「紅
谷
パ
ー

ル
ロ
ー
ド
」
、

「公
園
通
り
」、

「西
海
岸
マ
リ
ン
ロ
l
ド
」
な

ど
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
愛
称

名
で
す
。

平成5年 4月1日( 3 ) 

lテクノロード

@ 
.総合公園

@フェスタロード
「フェスタ」とは、英簡のFestalCフエスタJレ)0r祭りのJr陽気なJという

意味からとっ芝もの。メインの路線にふさわしい、醤きの良い、議しさと意

昧に広ガりのあるシンボjレ的な名郡になりましだ。路線延長379.5/!'L:。駅前

北口広湯に接し、 MNピル前、 富士銀行前、 NTT前を通り、国道1号綿 受

差点までの平i家を代表する道路。

@さくら通り
八箆桜に挟まれだ道路であることからこの愛柿となりましだ。まだ「さく

らJ とひらガなで表現することにより、わかりよく、温かみのある名柿にな

っています。路線延長539.5配。国道1雪組から、平塚八幡宮東側、市役所庁

禽東側、消防署前を通り、合同庁童書簡受差点までの造語で、駅から厚木方面

へ向かう主要な道商となっています。

北
図
瞥
館
に
続
い
て
、
山
下
に
西
図

書
館
が
完
成
し
、
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

西
恩
揺
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
て
で
、
延
べ
面
積
は
一
五

三
九
・
八
八
平
方
れ
で
す
。
一

階
部
分

は
子
供
向
け
の
フ
ロ
ア
で
、
子
供
閲
覧

室
、
お
話
コ
ー
ナ
ー
、
視
聴
覚
室
が
あ

り
ま
す
。
二
階
部
分
は
主
と
し
て
大
人

向
け
の
フ
ロ
ア
で、

一
般
閲
覧
室
、
ブ

ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
対
面
朗
読
室

な
ど
が
あ
り
、
地
域
の
特
性
か
ら
歴
史

に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

身
障
者
や
お
年
寄
り
の
た
め
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ミュー

英 簡 で、美術盤、博物留を意味するrMuseumCミユーゼ戸ム)Jの 頭2文

字で rMuCミユー)J。現代的で文化的、そして新鮮な著書きとイメーヲを与

える名柿。箇綜延長430.2配。合同庁吉前受差点から、中央図書館及び博物

館北側、美術館前を通り、横浜ゴム東門前受差点までの文化、公共施股ガ建

ち並ぶ道由。

@イチョウ並木通り
文字通り「イチョウJ の並木通りを表現したもの。この路線lみ両側のイ

チョウ並木ガ四季折々の変化を見せ、秋にはざんなんの実を姶う人の盗もみ

かける美しい、豊かな通りとなっています。路綿延長783.8/!'L:。平i家郵便局前

受差点から、債浜ゴムの南側を通り、lB分受差点までの道路。伊勢原・秦野

へ向ガう主要道留となっています。

虹ケ浜西住宅が完成
@プラザロード

英 語 の Plazaor広 場Jr市 湯Jという意昧と市の施霞「市 民フ・ラザJを反

映した名柿。路線延畏 653.7rii:。東海道本通り・市民プラザ前受差点から、

損普小学校西側を通り、横浜ゴムまでの道路。幅員ガ広〈、 キ ョウチクトウ

の申央分離宇野ガあり、毎年夏になると、鮮やかなピンク色の花をつけて自を

楽しませてくれます。

@爵松海岸通り
平塚市の名木であり、保存樹木に指定されている「扇松〈おおぎのまつ)J

にちなんで伺けられだ名郡。さ安定、海岸に近く、閑静な住宅地の中 を通ると

ころから、環境lこもマッチしだこの名柿となりました。踏線延長1275.8席。
...JR平塚駅南口から、 扇 松闘を通り、国道134望号線までの道路で、緑豊かな

住宅街を南北 に貧き、酒岸へ至る道路。

@学園通り
青 春の閣としての場ガ「学園Jです。この道路は、閤囲!こ、港小学枝、太主羊

申学棟、高浜高根、平塚学園高棋の4つのき学幌ガあり、朝ヨの児童生徒の通

行ガ多いところからこの名柿となりまし定。路線延長998.0/!'L:。平塚税務署

前安差点から、港小学棋と須賀公園の問、高浜高校北側、 月見町公園を通り、

国道129号線までの道路。
第 2極虹ケ浜西住宅が完成しました。中間

耐火構造 3階建てで24戸 で す。 このうち 1戸
は、障害者向け住宅として率いす対応構造 に
してあ ります。
特徴は、高齢者向け住宅として、居間 ・廊

下 ・洗面所 ・脱衣所 ・和室の段差をとり、 玄
関 ・ふろ場等に手すりを設置しています。
駐車場は13台設置 しで あり、 4月 1日入居

の予定です。
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@テクノロード

英臣のTechnoloQYCテクノロヲー〉の短縮形。 r技 術J r科学授術Jの

意味。工業地帯を縦貧する道路であることから、未来へ期待を込め、先端技

術重量操工場の発展を願って、新鮮で、先進的イメーヲを持つ名称となりまし

だ。路線延長2533.0席。国道1号線工業団地入口から、蓮光寺町、馬入工業

団地の中を通り、湖南新道受差点〈計画中〉までの道路。
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そよ風!と乗ヲてあなたも

市制記念特集

一レ)モミイ

広報ひらつか
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平成5年 4月1日

八
幡
山
公
園

の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圏
内
に
は
桜
、
あ
じ
さ
い
、
は
ぎ

な
ど
、
四
季
折
々
の
花
木
が
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
緑
に
固
ま
れ

た
広
い
園
内
に
は
平
和
の
慰
盤

培
、
戦
災
復
興
事
警
琵
塁
緯

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
の
本
数
は
約
百
二
十
本
。
こ

の
場
所
は
例
年
、
夜
桜
の
花
見
客

が
多
く
、
花
吹
雪
の
下
で
、
散
っ

て
い
く
花
を
惜
し
む
風
景
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。

海 と 山 に 固 ま れ 、 豊 かな水と緑がいっ ぱいの平塚。市内には平塚

八訟をはじめ、ハイキング コ ー ス 、 サ イ ク リ ン グコースな どの自然

が私たちを迎えてくれます。 例 年 、 こ の 時 期 に な る と テ レ ビ や 新 聞

紙 上 をにぎわすのが桜の行楽地 。平 塚 に も 桜 の 名 所 が た く さ ん あ り

ます。今年は暖冬の影響で桜前線 も早まっ ています。のどかな務の

一回、そよ風を受けながら出掛け て み て はいかがですか。

平
塚
駅
北
口
か
ら
徒
歩

-
交
通

凶
分平

塚
八
長
の
一
つ
で
、
平
塚
八

幡
宮
の
森
と
と
も
に
中
心
市
街
地

主屋盤国

〆必 至b
ノ~Æ!

愛
宕
山
公
園

固
で
、
樹
木
が
密
生
し
、
樹
睡
も

案
。
山
の
よ
に
愛
宕
翠
が
あ
り

梅
、
桃
、
桜
の
お
花
見
場
所
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
近
く
に
あ
る
の
が
平
塚

ら
し
い
公
慨
が
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
七
国
峠
か
ら
北
へ
抜
け
る
道

筋
に
遠
藤
原
が
聞
け
、

つ
つ
じ
や

り
ん
ど
う
が
拳
節
ご
と
に
美
し
く

咲
き
ま
す
。

-
交
通
井
の
ロ
経
由
紫
野
駅
行

き
「
七
国
荘
」
下
車
、
徒
歩
5
分

自
然
を
生
か
し
造
成
さ
れ
た
公

八
最
の
「
七
同
峠

・
逃
藤
原
」
。
七

国
峠
は
、
昔
、
甲
斐
、
駿
河
、
伊

豆
、
相
模
、
武
蔵
、
上
総
、
安
房

の
七
国
が
一
望
の
も
と
に
見
渡
す

こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
、
す
ば

湘
南
平
行
き
「
終
点
」

-
交
通

下
車神

奈
川
の
録
勝
五
十
選
の
地
で
、

湘
南
の
海
岸
線
と
丹
沢
連
峰
か
ら

伊
豆
の
山
々
ま
で
見
渡
せ
る
眺
め

は
雄
大
で
す
ば
ら
し
く
、
訪
れ
る

人
を
魅
了
し
ま
す
。

容
に
は
桜
や
つ
つ
じ
の
お
花

見
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
l
ス
、
そ

し
て
緑
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
長

勝
地
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
憩
い

の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
湘
南
平
周
辺
は
平
成
十

二
年
(
ニ

O
O
O年
)
ま
で
の
計
画

で
猿
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
光

と
風
の
ゾ

1
ン
(
湘
南
平
)
、
子

供
の
森
ゾ
l
ン
(
子
供
の
森
)
、
文

化
の
森
ゾ
1
ン
(
高
根
地
区
)
、
こ

も
れ
び
の
森
ゾ
l
ン
(
浅
間
山)、

季
節
の
森
ゾ
l
ン
(
子
供
の
森
か

ス

ら
湘
南
平
へ
向
か
う
途
中
の
急

〉

斜
面
)
の
五
区
画
に
分
か
れ
て
お

圃
グ

り
、
自
然
科
学
館
、
展
盟
レ
ス
ト

-
ン

ラ
ン
、

湿
生
植
物
固
な
ど
が
で
き

聞
や

る
ほ
か
、
湘
車
と
浅
間
山
に
は

判
ハ

つ
り
橋
も
計
画
さ
れ
、
夢
が
い
っ

凪
の

ぱ
い
で
す
。

町
一平山鯛

総
合
公
園
に
あ

i

る
桜
の
広
場

・
交
通
田
村
車
庫
行
き
「
総
合

公
園
」
下
車

総
合
公
園
内
中
央
大
池
の
西
側

に
あ
り
、
染
井
吉
野
を
主
体
に

八
種
類
、
百
五
十
本
。
三
月
中
句

か
ら
咲
き
始
め
る
彼
岸
桜
か
ら
、

四
月
中
旬
に
咲
き
始
め
る
山
桜
ま

で
、
田
町
い
期
間
お
花
見
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
広
場
内

に
は
遊
具
、
ベ
ン
チ
な
ど
が
置
か

れ
、
年
聞
を
通
し
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク

気
分
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

-
桜
の
槌
類
染
井
吉
野
、
し
だ

れ
桜
、

山
桜
、
冬
桜
、
寒
緋
桜
、

さ
と
桜
等
。

な
お
、
総
合
公
園
は
農
林
省
果

樹
園
芸
試
験
場
の
跡
地
を
利
用
し

て
造
ら
れ
た
た
め
、
植
栽
し
た
桜

の
ほ
か
に
、
既
存
の
桜
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

美
術
館
の
神
代
桜

災
術
館
の
常
設
展
示
室
に
、
桜

を
表
現
し
た
工
藤
甲
人
画
伯
(市

内
在
住
)
の
作
品
「
相
」
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
桜
は
、
山
梨
県
武
川
村
の

実
相
寺
に
あ
る
日
本
一
の
巨
樹

一
九
八
四
年

に
ぎ
わ
っ
た
金
目
川

大
正
時
代
初
め
ご
ろ

金
目
川
堤
の
桜
は
、
明
治
三
十

八
年
に
過
去
二
年
に
わ
た
っ
た
日

鍔
戦
争
を
記
念
す
る
た
め
、
南
原
、

長
持
、
飯
島
、
片
岡
、
南
金
自
に

わ
た
っ
て
苗
木
数
千
本
が
植
え
ら

れ
、
こ
れ
が
大
正
時
代
に
見
都
な

花
の
名
所
と
な
り
、
京
浜
方
面
か

ら
も
多
く
の
花
見
答
が
押
し
か
け

て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
い
歳
月
の
聞
に
樹

勢
が
衰
え
、
残
存
の
木
も
減
っ
た

た
め
、
昭
和
四
十
年
再
び
首
木
を

植
え
た
も
の
が
現
在
の
桜
で
す
。

今
で
は
、
金
白
川
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
l
ス
の
桜
を
含
め
て
約
百

本
が
美
を
競
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
目
川
の
下
流
は
、
通

『
神
代
桜
」
で
、
根
本
の
周
囲
は

二ニ

・
五
灯
、
目
通
り
幹
囲
は
一

0
・
六

μ。
幹
は
地
よ
ニ

・
四

μ

で
校
を
分
け
、
一
本
の
主
幹
と
四

本
の
枝
と
に
分
か
れ
、
校
張
り
東

西
二
七
日
川、
南
北
一
三
日
川
で
樹
高

は一

三
・
六
灯
。
花
の
色
は
淡
紅

色
で
す
が
開
花
す
る
と
白
色
に
な

り
ま
す
。

大
正
十
一
年
十
月
、
国
指
定
の

天
群
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。
昭

和
に
な
っ
て
か
ら
暴
風
の
た
め
主

幹
が
折
れ
、
そ
の
後
も
次
第
に
校

が
枯
れ
、
今
で
は
根
本
か
ら
東
方

に
出
た
太
い
校
と
、
幹
か
ら
出
て

い
る
細
か
い
枝
が
わ
ず
か
に
残
っ

て
い
る
だ
け
。
そ
れ
で
も
制
一
杯

生
き
て
い
る
校
に
は
花
が
咲
き
、

地
を
は
う
よ
う
に
咲
き
続
け
る
姿

に
今
年
も
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
(
武
川
村
役
場

・
談
)

称
花
水
川
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
音

源
頼
朝
が
花
見
に
来
た
と
こ
ろ
、

前
夜
の
嵐
で
花
が
散
り
失
せ
て
見

そ
こ
な
っ
た
た
め

「花
見
ず
川
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か

「
花
水
川
」
に
な
っ
た
と
い
う
伝

説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

国
道
一
号
線
の
花
水
橋
か
ら
南

原
ま
で
の
両
岸
の
堤
に
、
湘
南

平
と
同
じ
品
種
の
大
島
桜
、
染
井

吉
野
、
山
桜
、
八
重
桜
が
二
百
数

十
本
。
花
ど
き
に
は
昔
の
風
情
が

し
の
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
三

十
二
年
、
市
制
二
十
五
周
年
記
念

に
と
、
当
時
の
民
林
省
果
樹
園
芸

試
験
場
の
指
導
で
植
え
た
苗
木
が

し
ば
ら
く
は
ほ
か
の
雑
木
に

ま
ぎ
れ
て
い
た
の
が
、
曲
目
し
い

花
が
咲
い
て
初
め
て
、
そ
れ
が

桜
の
花
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
意

味
。
あ
る
と
き
ま
で
は
ほ
か
の

人
と
同
じ
よ
う
に
見
え
た
者

が、

何
ら
か
の
機
会
に
生
ま
れ

持
っ
た
才
能
を
表
す
こ
と
の
た

と
え
。

-
桜
を
折
り
た
る
さ
ま

装
い
の
美
し
さ
を
、
折
っ
て

き
た
ば
か
り
の
桜
の
花
の
姿
に

た
と
え
た
も
の
。

育
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
横
浜
貿
易
新
報
(
現

・

神
奈
川
新
聞
)
で
は
、
当
時
の
お
花

見
の
に
ぎ
わ
い
を
、

H

湘
南
の
人

出
比
容
の
レ
コ
ー
ド

花
も
よ

し
汐
干
も
よ
し
。
と
い
う
見
出
し

を
つ
け
、
昭
和
五
年
四
月
七
日
付

け
で
報
じ
て
い
ま
す
。

{平
塚
発
}
昨
日
の
目
暇
は
、
簿

怒
り
で
お
花
見
に
は
申
分
の
な
い

花
日
和
、
花
は
今
が
絶
頂
と
ば
か

り
に
湘
南
の
各
聴
は
、
来
る
列
車

毎
に
満
員
の
盛
況
、
平
塚
、
大
磯

両
韓
共
に
、
今
春
第
一
の
雑
踏
振

り
で
あ
っ
た
花
も
よ
し
汐
干
狩
に

も
よ
い
摘
草
、
散
策、

山
登
り
等

に
春
の
行
楽
で
賑
っ
た
湘
南
地
方

は
何
彪
も
一
様
に
春
宵
の
歌
楽
境

と
化
し
て
ゐ
た
(
原
文
の
ま
ま
)

さ
く
ら
の
日

「
さ
く
ら
の
日
」
は
3
月
幻

自
。
『
日
本
後
紀
』
の
弘
仁
3

年
(
八
一一一
年
)2
月
ロ
日

(太

陽
暦
で
は
3
月
幻
自
)
の
条
に
、

「花
宴
の
節
は
こ
こ
に
始
ま
る」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、ま
た
、

「咲
く」

(3
×
9
H
U
)
の

ご
ろ
合
わ
せ
か
ら
、

平
成
4
年

に
決
め
ら
れ
ま
し
た。

地

名

市
内
に
あ
る
桜
に
関
連
す
る

地
名
は
5
か
所
。

「
桜
ケ
丘
」は
、
近
く
の
花
水

川
の
堤
に
桜
が
多
い
た
め
の
関

連
地
名
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

岡
崎
に
「
桜
畑
」
、
土
屋
に

「桜
畑
」
、
「
上
桜
畑
」。

下
吉

沢
の
「
桜
沢
」
は
、

春
に
な
る

と
山
桜
が
咲
く
こ
と
か
ら
つ
け

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
と
わ
ざ

-
桜
3
月
、
菖
蒲
(
し
よ
う
ぷ
)

は
5
月

花
に
は
そ
れ
ぞ
れ
見
ご
ろ
が

あ
る
と
い
う
こ
と。

時
季
の
花

を
茨
す
宮
葉
。

-
桜
は
花
に
顕
(
あ
ら
わ
)
れ

る

さ
く
ら
め
し

御
飯
を
炊
く
と
き
、
少
品品
の

清
酒
と
し
よ
う
油
を
入
れ
た
も

の
。
一

般
的
に
は

『茶
め
し
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
桜
の

花
の
色
を
し
て
い
る
の
で
、
平

塚
地
方
で
は

「さ
く
ら
め
し
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

花
こ
と
ば

-
よ
い
教
育
、
独
立
、
精
神
美

ア
メ
リ
カ
の
初
代
大
統
領
ワ

シ
ン
ト
ン
は
、
子
供
の
と
き
父

が
大
切
に
し
て
い
た
庭
の
桜
の

木
を
切
っ
た
が
、
正
直
に
告
白

し
た
逸
話
が
あ
り
ま
す
。
彼
は

後
に
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
革
命

の
総
司
令
官
と
な
り
ま
し
た
。
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